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Ⅰ．研究の目的 

 

自閉症スペクトラムの中に位置づけられるア

スペルガー症候群は、知的障がいや言語障がい

は伴わず、こだわりがあり、興味・コミュニケ

ーションについて特異性が見られる。また、場

の状況や他者の表情を読み取ることが困難であ

るとも言われている。そこで本研究では、まず

3～5 歳児の定型発達児を対象にし、「間違い探

し課題」と、「表情認知・場面理解課題」を実施

し、定型発達児ではどのような結果を示すのか

をみてみた。 

そして、➀、「間違い探し課題」において年代別

に違いがみられるのか。  

➁、➀で得られた結果から、「表情認知・場面理

解課題」と照らし合わせ、何か特徴的な傾向が

みられるのか否か。 

③、自閉スぺクトラム症障がいの 1 つであるア

スペルガー児の 1 症例と比較し、定型発達児と

は異なる結果であるのかを検討した基礎的な研

究である。 

  

Ⅱ．研究の方法 

 

（１）プレ実験を実施 

本実験に入る前に、4 歳～5 歳の定型発達児 8

人に、「間違い探し課題」が実際に実施可能であ

るのかどうかの、プレ実験を行った。同園の保

護者の同意を得た後、守秘義務を徹底し実施し

た。日時として 201X 年 8 月の 1 日のみの実施

となる。  

１．プレ実験の目的 

実際に 4 歳～5 歳の子ども達が、「間違い探し

課題」を実施可能であるのかを確認するために

プレ実験を実施する。 

２．プレ実験の方法 

比較的静かな部屋で、実験者と被験児のみ個

別に入室し、課題等の説明後に実施した。被検

児の横隣に実験者が座り、被検児が「間違い探

し課題」の左右を交互に比較し、間違いを見つ
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け出すごとに、実験者が赤ペンで丸印をつけて

いくという方法をとった。また、ストップウォ

ッチを使用し、間違い探しにかかった時間も計

測し、すべて個別に実施し、1 人あたりに要し

た時間は 15 分～20 分（説明時間も含まれる）

であった。 

３．プレ実験の「間違い探し課題」の内容 

「間違い探し課題」は、インターネット上の

幼児の学習素材(１)より引用し実施した。色が

鮮明で誰がみてもわかりやすく、3 歳～5 歳児

に理解可能なものを選択した。各々3 種類の課

題①②③を順番に実施。順番は、比較的取り組

みやすい課題から実施した。 

４．プレ実験の被検者 

4 歳児群 4 人（男児 2 人・女児 2 人）、5 歳児

群 4 人（男児 2 人・女児 2 人）である。課題実

施が可能か否かの判断のため月例は考慮しなか

った。 

５．プレ実験の結果（4歳児群の結果） 

間違い探し課題①②③より、上段・中段・下

段に分かれて各々探し出しているのが観察され

たので、一番最初に上段・中段・下段のどちら

から間違えをさがしだしているのかを基準とし

てみた（上・中・下段は、定規で均等に計測し

分類した）。 結果として中段が 3 人、上段が 1

人、下段は 0 人という様に間違えを見つけ出し

ていった。また、どの色から注意がいっている

のかを確認してみると、青色が 3 人、黄色が 1

人であった。 

次にどのような形状から反応するのかの項目

では、「ある／なし」では、3 人「違う形」で 1

人、「数」0 人、「方向」0 人という結果であっ

た。また、課題遂行に要した 4 歳児群平均遂行

時間は、4 分 7 秒であった。また、男女別平均

時間では、男児は 4 分 14 秒、女児の方は、4

分 1 秒であった。 

プレ実験を実施しながら、幼児を観察してい

くと、「間違い探し課題」を、ほとんどの被検児

が似たような場所から最初に探すであろうと予

想したが、各々、上段や中段、下段と間違い探

しが見られた。   

６．プレ実験の結果（5歳児群の結果） 

間違い探し課題①②③を上段・中段・下段の

どちらから先に見つけ出しているのかを見てみ

ると、上段が 4 人、中段が 3 人、下段は 1 人で

あった。 

どの色から注意がいっているのかを確 

認してみると、黄色が 3 人、白色が 1 人であ

った。また、どのような形状から反応するのか

の項目では、「ある/なし」では、4 人 「違う

形」で 4 人、数 0 人、方向 0 人という結果であ

った。 

5 歳児群の「間違い探し課題」にかかった平

均時間は、1 分 55 秒あった。 

また、男女別平均時間では、男児は 1 分 45

秒、女児の方は、2 分 4 秒であった。 

 ７．（4歳児群と 5歳児群の相違） 

 予想通り、「間違い探し課題」にかかった時間

では、5 歳児群の方が早く課題をこなすという

ことがわかった。 

 どの部分から、探し始めているのかの点に注

目すると、3 歳児で中段が 3 人と多く、5 歳児

群で上段が、4 人という結果であった。 

 またどの色から探しているのかの視 点では、

4 歳児群で青色、5 歳児群で黄色を探す傾向に

あった。 
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 最後に、どのような形状から反応するのかの

項目では、4 歳児・5 歳児両群とも「ある/なし」

項目で判断している事かがわかったが、5 歳児

群は、「違う形」でも 4 人という結果であった。

このプレ実験の結果により、4 歳～5 歳児に無

理なく「間違い探し課題」が実施可能であると

いう事を確認し、本実験への実施を決定した（そ

の中でも、一番フォ－カスしたのが、どこから

〈上段・中段・下段〉先に、見ているのかとい

う課題であった）。 

（２）本実験を実施 

１．本実験の目的 

 プレ実験より見えてきた、「中」を先に探して

いる被験者が数人いる事等を参考にし、3 歳～5

歳児の「間違い探し課題」において、より詳細

に何らかの差があるのかないのかを念頭に見て

いく事を目的とした。  

①「間違い探し課題」を全体から、探し始めて

いるのか、中央部分から探し始めているのか。 

②3 歳～5 歳児群において、時間はどの位かか

っているのか。 

③「表情認知・場面理解課題」をも同様に実施

する。 

２．本実験の方法 

本実験は、201X 年 2 月 22 日～201X 

年 6 月 12 日の間に実施。 

プレ実験と同様に、比較的静かな部屋で、実験

者と被検者のみ個別に入室し、1 人ひとり実施

した。被検児の横隣に実験者が座り、被検児が

右と左の「間違い探し課題」を比較し、間違い

を見つけ出すごとに、実験者が赤ペンで丸印を

つけて、記録用紙に書き留めるという方法をと

った。ストップウォッチにて、間違い探しにか

かった時間をも計測した。また、「間違い探し課

題」とは別に「表情認知課題」人間の快・不快

等の表情の判別と、「場面理解課題」3 枚の異な

る場面での人の表情の理解と場面状況が理解可

能であるかの課題も個別に実施し、1 人あたり

に要した時間は全体で 20 分～30 分（説明時間

も含まれる）である。プレ実験と同様に被検児

の横隣に実験者が座り、被検児が「表情認知・

場面理解課題」を質問するごとに、実験者が表

情理解を正解かどうかという事と、場面状況を

理解しているのかを 1 つずつチェックしていく

という方法をとった。 

３．本実験の「間違い探し課題」の内容 

プレ実験と同様に、「間違い探し課題①②③」を

個別に実施した。プレ実験と同様に幼児の学習

素材(１)より引用し実施した。プレ実験の課題と

は異なるものを使用し、色が鮮明で誰がみても

わかりやすく、3 歳～5 歳児に理解可能な課題

を選択した。各々3 種類を選択する際に、個人

的な主観が入ってはいけないので、同僚の教

員・現場の保育士にも選択してもらい意見交換

することにより適切な課題を選択した。図 1 が

「間違い探し課題」の 1 つである。 

「表情認知・場面理解課題」も同様に選択する。

「表情認知課題」を実施する。図２が例である。

この課題は、人間の基本的な感情課題（喜ぶ・

悲しむ・楽しむ・落ち込む・困悪する・照れる・

悔しがる・ショック）を 1 つずつ確認してもら

うという課題である。 

次は「場面理解課題」であるが、図３を参照。」  
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 図１「間違い探し課題③」の例 

 

図２「表情認知課題②」の例 

図３「場面理解課題①」の例 

 

４．本実験の被検児 

3 歳児群（男児：3 名・女児：5 名）、4 歳児

群（男児：3 名・女児：3 名）、5 歳児群（男児：

3 人・女児：3 人）。月齢に関しては、幅がある

可能性があるが詳細が得られなかった。視覚に

障がい等がなく、健康状態の比較的良い幼児を

園長もしくは担任保育士に相談し選出してもら

った（実施する課題や約束事の説明後、拒否反

応を示す被検児は退出してもらった）。 

また、自閉スペクトラム症児：以下 ASD 児）

と診断された 5 歳男児 1 人が、被検児となる。 

沖縄県内の 2 保育園に協力依頼し、両園・保

護者の同意を得た後、守秘義務を徹底し園児に

負担がかからぬよう楽しく実施した。 

 比較的静かな部屋（園長配慮の下）で実施す

る。実施時間帯は、園側の希望にて午前中の活

動が終了した時間やお昼寝の時間、その他の空

き時間に実施となる。 

 

５．本実験の結果 

 「間違い探し課題」を周辺部から探し始めて

いるのか、中央部から探し始めているのかとい

う観点からは、図 4（参照）に示されるように、

3 歳児群では中央部から間違えを探しているの

に対し、4 歳～5 歳児群は周辺部から探してい

るという事が観察された。 

図４「間違い探し課題」において、周辺・中央

のどこから最初に探しているのか（年齢別） 
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 次は、3 歳～5 歳児群において、課題実施時

間はどの位かかっているのかという点からであ

るが、予想通り 3 歳児群において実施時間がか

かっているのが図 5 からも読み取れる。 

 

図５ 課題にかかった時間（年齢別） 

「間違い探し課題」において最初に何に反応し

ているのか（図がある/なし・違う形・数の違い）

では、図がある/なしに全部反応するのかと予想

したが、違う形から探している傾向がわかった。 

「表情認知・場面理解課題」をも同様に実施す

るが、3 歳～5 歳の定型発達児は、全員が理解

し答えていた。 

ASD 児 1 例においては、「間違い探し課題」で、

中央部からと、違う形から探している事が観察

された。また、「表情認知・場面理解課題」では、

考え込んで答えられずにいたり、逃げだそうと

したりした。 

今回の研究では、ASD 児の 1 症例のみのため、

図 4、図 5 に掲載しなかった。 

 

Ⅲ． 考察 

 本実験の結果より、3 歳児は、4～5 歳児に比

較し、中央部分から「間違い探し課題」を探す

傾向がある事が観察された。ASD 児 5 歳 1 症例

も同様に中央部から探し出していることが観察

された。それに比して、4～5 歳児は、周辺部か

ら探し出している事が見られた。この事から、

4～5 歳頃になると、何々をしてから、次に何々

をするといように時系列や、簡単な因果関係を

理解し、見通しを持って行動を統制したりでき

るようになってくる事や、4 歳頃からは、2 次

元の対比的な認識を持つといわれているので、

その事が反映されているのではないのであろう

かと推測される。また、4～5 歳児は、大人がす

る（被検者が実施したプレ実験で、大人はどの

ように探しているのかも実施したが、周辺部か

ら探し出している事が観察される）ように「間

違い探し課題」を周辺部からさがしていくとい

う事は、より大人に近い感覚・判断力が発達し

つつあるからこのような判断をしたのであろう

かとも推測される。 

次に ASD 児の 1 例の結果と、健常児を比較

してみると、「間違い探し課題」において 3 歳

児の間違い探しと同様に、中央から間違いを探

している事が観察された点では、自閉スペクト

ラム症の何か特異的なものなのか、ただ単に 3

歳児と同様な発達段階なのでこのような結果に

なってしまったのかは今回の基礎的な研究では

推測できないが、①眼球運動を計測する ②神経

心理学的な検査を実施する MVPT—３（Motor—

Free Visual Perceptual Task—３等々（今回は

個人情報により実施不可能であった）③定型発

達児の被検児の数を増やす ④自閉スペクトラ

ム症児の被検児数も増やす ⑤課題のよりよい

選択をし、今後の課題とする。 
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